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まえがき

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本自動車部品工業会 (JAPIA)／財

団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 4548-12 : 2000，Methods of test for

full-flow lubricating oil filters for internal combustion engines―Part12: Filtration efficiency using particle counting,

and contaminant retention capacity を基礎として用いた。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS D 1611-2 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定）オイルフィルタ試験油の仕様

附属書 B（参考）代表的なフィルタ試験報告書

附属書 C（規定）フィルタ効率計算

JIS D 1611 の規格群には，次に示す部編成がある。

JIS D 1611-1 第 1 部：一般試験方法

JIS D 1611-2 第 2 部：全流式オイルフィルタの粒子カウント法によるろ過効率試験方法及びコンタミ

ナント捕そく（捉）容量試験方法
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日本工業規格 JIS
D 1611-2：2003

(ISO 4548-12：2000)

自動車部品－内燃機関用オイルフィルタ－

第 2 部：全流式オイルフィルタの

粒子カウント法によるろ過効率試験方法及び

コンタミナント捕そく（捉）容量試験方法

Automotive parts-Full-flow lubricating oil filters for internal combustion
engines-Part 2 : Test method of filtration efficiency using particle counting,

and contaminant retention capacity for full-flow lubricating oil filters

序文　この規格は，2000 年に第 1 版として発行された ISO 4548-12 : 2000，Methods of test for full-flow lubricating

oil filters for internal combustion engines―Part 12 : Filtration efficiency using particle counting, and contaminant

retention capacity を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。

1. 適用範囲　この規格は内燃機関用全流式潤滑オイルフィルタの性能評価のためオンライン粒子カウン

ト法によって，コンタミナント連続注入方式のマルチパス試験方法について規定する。この試験方法はフ

ィルタのコンタミナント捕そく（捉）質量，粒子除去特性及び圧力損失を判定するものである。

この試験は，フィルタの定格流量が 4 L/min～600 L/min，粒径が 10 µm を超える粒子で全効率 99 ％未満

のフィルタエレメントの試験に適用する。

備考1. 上記流量範囲をカバーするには，数台の試験機が必要になる。

2. この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 4548-12 : 2000, Methods of test for full-flow lubricating oil filters for internal combustion

engines―Part 12 : Filtration efficiency using particle counting, and contaminant retention capacity

(IDT)

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格のうちで，発行年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格の規定を構

成するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。

JIS B 0125-1　油圧・空気圧システム及び機器―図記号及び回路図―第 1 部：図記号

備考 ISO 1219-1 : 1991, Fluid power systems and components－Graphic symbols and circuit diagrams－

Part 1 : Graphic symbols からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。

JIS B 8356-2　油圧用フィルタ性能評価方法―第 2 部：フィルタエレメントの組立完全性試験及びフ


